
みょうが施肥防除体系

●施肥基準／１０ａあたり

●使用農薬体系

① ダコニール１０００は発病初期～収穫１４日前までに実施。

② 根茎腐敗病は高温・多雨、日当たりの良い場所に発生しやすいため、敷きわらを厚めに

して地温上昇を避ける。

③ランマンフロアブルは播種前の場合、２００倍で浸漬。生育期の場合５００倍で土壌灌注。

項目 肥 料 名 施 肥 量 備 考

基

肥

スーパーみょうが ４０㎏ 各圃場により調整が必要

輸 入 溶 燐（粒） ６０㎏ 〃

炭酸苦土石灰（粒）
（旧苦土エース粒）

１００㎏ ＰＨの低い圃場は多めに使用

追

肥

けい酸加里プレミア３４ ４０㎏ 本葉６～７葉期

Ｎ Ｋ ２３ ２０㎏ 生育に合わせて施用、ただし本葉８枚まで

散 布 時 期 病 名 使 用 薬 剤 名 倍 率

播 種 前 根 茎 腐 敗 病 ランマンフロアブル ２００倍

生 育 期 根 茎 腐 敗 病 ランマンフロアブル ５００倍

４月上旬～６月上旬 根 茎 腐 敗 病 ユニフォーム粒剤 １８㎏

６ 月 中 旬 葉 枯 病 ダ コ ニ ー ル１０００ １，０００倍

６ 月 下 旬 軟 腐 病 Ｚ ボ ル ド ー 水 和 ５００倍

発 生 初 期 アオムシ・オオタバコガ トアローフロアブルＣＴ １，０００倍
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